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概  要 

 

我々は、陶磁器素材にセルロースナノファイバー（CNF）などを添加するこ

とにより、陶磁器成形体の高強度化を達成した（図 1）。このことを活用し、

素焼き工程の省略（素焼きレス）を検証した結果、製造上の課題はほとんどな

く、陶磁器製造時の CO2排出量を 15-20 %削減できることを明らかにした。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

セラミックスの乾燥強度向上のためにバインダーを添加する方法はよく用

いられるが、可塑性原料である粘土を含む陶磁器にバインダーを添加した例は

少ない。今回用いた CNF は、他のバインダーよりも少量の添加で乾燥強度向

上が可能である。 

本技術の 

有用性 

CNF は陶磁器坏土製造時に粘土や長石などとともに投入することができ、

通常の坏土製造設備・技術が適用可能である。また、得られた CNF含有陶磁

器坏土を用いて陶磁器を製造する場合も課題はほとんどなく、素焼きレスによ

る CO2排出量削減が期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 陶磁器成形体の曲げ強度と CNF 添加量の関係 

適用可能製品 各種陶磁器坏土 
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CNF を添加することにより、

素焼体と同程度の曲げ強度で

ある 5 MPa以上を達成。 


